
【知念】
　私は文化観光スポーツ部のMICE推進課から昨
年11月18日に立ち上がった首里城復興チームに
配属されました。専門は建築です。これまで様々
なシンポジウムに参加する中で多くの皆様が首里
城の復元だけではなく、首里城の意義を見つめ直
していることを強く感じたのでその期待に応えて
いきたいと思っています。
 

【山城】
　私は、秘書課政策調整監付けスタッフから首里

2020年（令和2年）4月24 日、
沖縄県は「首里城再興に向けた
基本方針」を公表しました。基
本方針は、下地芳郎氏（沖縄観
光コンベンションビューロー会
長）を委員長とする有識者懇談
会での議論を経て策定され、コ
ラム記事や写真なども含めた読
みやすい内容となっています。
そこで、今回は方針策定に携わ
った沖縄県・知事公室特命推進
課の屋比久義課長、山城博康班
長及び知念武紀主幹から、方針
策定の背景と首里城再興への
「想い」を聞かせていただきま
した。

沖縄県知事公室特命推進課メンバーが語る
「首里城の復興と琉球文化のルネッサンス」

首里城復興と琉球文化の
ルネッサンスの実現を目指して
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「首里城再興に向けた基本方針」策定の背景と
首里城再興への「想い」とは・・・

首里城に対する県民の想いに
どう応えていくかということが
我々のミッション

特命推進課は、2019年11月に立ち上がった知事直轄
の組織「首里城復興戦略チーム」を引継ぎ、知事の
特命事務を集中的に行う課として設置されたとのこ
とですが、皆さんの自己紹介からお願いします。

特 別 企 画 紹 介

こ の 記 事 は 、 2 0 2 0 年 5 月 1 日 に 行 っ
た イ ン タ ビ ュ ー 記 録 を も と に 富 永 が
構 成 し た も の で す 。

特 命 推 進 課 の 皆 様 （ 左 か ら 屋 比 久 義 課 長 、 山 城 博 康 班 長 及 び 知 念 武 紀 主 幹 ）
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【この記事のPDF版は、http://www.res.lab.u-ryukyu.ac.jp/interview01.html　からダウンロードできます。】
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沖縄県は昨年の12月26日に「首里城復興の基本的な考え方」を公表しました。火災後のショッ
クもまだ冷めやらない時期だったと思うのですが、「琉球文化のルネッサンス」を復興の柱の
一つにした背景を教えてください。
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「 首 里 城 復 興 の 基 本 的 な 考 え 方 」 該 当 箇 所

城復興チームに加わった当初メンバーなので、これまでの経緯も含めて紹介したいと思
います。
　首里城の火災直後から県民、国内外の方々からたくさんの声や想いが寄せられまし
た。特に那覇市のクラウドファンディングでは、わずか3日間で1億円もの寄付が寄せら
れたのは大きな衝撃でした。国内外の強い関心、寄せられる声や想いの受け皿となるこ
とがチームを立ち上げた出発点だったと思います。
　首里城という建物と公園の管理は土木建築部の所管ですが、ハードだけでなくソフト
面での施策を部局横断的に取り組む必要があるということもチームが設置された理由の
一つです。
　首里城に対する県民の想いにどう応えていくかということが我々のミッションだと感
じています。県民の目に見える形で首里城復興に貢献してゆきたいと考えています。
 
【屋比久】
　昨年立ち上がった首里城復興チームは本年度から特命推進課となり、私は課長として
4月に着任しました。当初メンバーの山城さん、知念さんを含め５名の課です。火災当
時、企画部科学技術振興課長だった私は県外出張中でしたが、出張先で多くの方々から
首里城火災について声をかけていただき、改めて首里城が文化的遺産として認められて
いることを実感しました。
　そして本年度から首里城復興と琉球文化の復興というミッションに携わることになり
ました。

【山城】
　最初に議論したのは、国と県との役割分担でし
た。国は12月には正殿を含む建物の再建を打ち出し
ていました。首里城に対する県民の想いの後ろにあ
るものは何か。建物が失われてはじめてわかる大切
なもの、目にみえない歴史や文化。富川副知事は
「おきなわのちむぐくる」[1]という言葉で表現して
いましたが、そういった沖縄の心が集約されている
のが首里城ではないかと。
　ちょうど、11月16日の新聞紙上に佐藤優氏[作家、元外務省主任分析官] の「首里城再
建は建物の再建だけではなく、首里城という可視化された背後にある琉球文化のルネッ
サンスを起こすことにある」というコラム記事が掲載されました。
　こういった考え方も取り入れながら、県として取り組むべきことを突き詰めていった
ときに「沖縄の文化の価値を見直すきっかけにする」ことが、復興の考え方のひとつと
して打ち出されました。

[ 1 ] ち む ぐ く る （ 肝 心 ） ： 心 。 精 神 。 ／ 用 例 ： 「 あ れ ー 　 ち む ぐ く る ぬ 　 り き と ー ん （ あ の 人 は 心 の あ り 方 が 立 派 で あ る ） 」

https://www.pref.okinawa.lg.jp/site/chijiko/tokumei/documents/okinawa20191226_1.pdf


【屋比久】
　ご承知のとおりルネッサンスは14世紀から16世紀にヨーロッパで起こった「文芸復
興」の動きです。古代ギリシャ・ローマの自由闊達な文化をとりもどす一方で、新しい
文化を創造したのがルネッサンスだったと思います。
　沖縄でも、先祖が営々と築いてきた文化がありましたが、それに目を向ける機会は少
なかったと思います。その象徴といわれている首里城を失ったことで、改めてその価
値、よりどころに気付いたのではないでしょうか。今に生きる我々が沖縄の歴史・文化
を理解しなおし、未来に向けて新しい沖縄の文化を創造し、伝えていくことがルネッサ
ンスの意味ではないかと私は理解しています。
　ルネッサンスを具体的にどう進めていくのか、これから頭を悩ますことになると思い
ますが、具体的な取り組みへと発展させていくためには、学術的な基礎・基盤が必要で
す。琉球大学をはじめとする学術ネットワークのサポートを期待しています。

【知念】
　基本方針は9つの柱[次頁に掲載]で構成されていま
すが、その3番目にある「首里城公園の更なる魅力の
向上」は、懇談会の意見を受けて追加された項目で
す。首里城は観光スポットになっていますが、県民
の訪問が少なかったのが現状です。神聖な場所とい
うことからイベントにもあまり利用されていなかっ
たことも影響していたかもしれないのでもう少し県
民が活用できるように工夫できないかという提案が
ありました。
　また、組踊[2]を正殿や御庭（うなー）[3]で演じる
ことで厳かな雰囲気が醸し出され演者にも良い経験
になるとの意見も印象に残りました。
 
【山城】
　方針の8番目「琉球文化のルネッサンス」にも多く
の意見が出されました。歴史・文化の専門家が多か
ったこともあり、個人的にも勉強になりました。
　琉球文化は王朝文化として首里城を中心に泡盛や

県はその後「首里城復興に関する有識者懇談会」を開催し、「基本的考え方」に肉付けをした
「基本方針」を策定していますが、懇談会の議論で強調されたこと、印象に残ったトピックは
何でしたでしょうか。
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[ 2 ] 組 踊 と は 、 せ り ふ 、 音 楽 、 所 作 、 舞 踊 に よ っ
て 構 成 さ れ る 歌 舞 劇 で あ り 、 首 里 王 府 が 中 国 皇 帝
の 使 者 で あ る 冊 封 使 を 歓 待 す る た め に 、 創 作 さ せ
た 。 ユ ネ ス コ の 無 形 文 化 遺 産 に も 登 録 さ れ て い
る 。

（ 「 基 本 方 針 ） 2 1 頁 よ り ）

[ 3 ] 正 殿 の 正 面 に 位 置 し た 広 場 の こ と で 、 昔 か ら
琉 球 王 国 に お い て 儀 礼 を 行 う 場 所 で あ っ た 。

（ Ⓒ 国 営 沖 縄 記 念 公 園 （ 首 里 城 公 園 ） ）

三線、織物が広がっていきましたが、その一方で、久米島や奄美大島のつむぎ、大宜味
の芭蕉布など、地域にあった文化と王朝文化が融合して形成されていったことや、首里
城を中心とした王朝文化も重要だが、地域にある文化があっての琉球文化であるという
ことを多くの委員がおっしゃっていたことが強く印象に残っています。
 　また、こういった沖縄の文化を積極的に国内外に発信していく必要があるという意見

https://www.pref.okinawa.lg.jp/site/chijiko/tokumei/documents/housinr204.pdf


【知念】
　年明けに県立博物館・美術館で開催された「伝統工芸の手業展」を見ました。伝統工
芸の技術を科学的に検証しながら復元していく展示はとても印象に残りました。昔は徒
弟制度の中で技術が伝承・保持されていったと思いますが、現代では科学的な裏付け、
下支えも必要になると思います。
　また、技術や文化を県民に伝える際、研究者の講話は「想い」が入っているので伝わ
りやすいと思います。多くのシンポジウムに参加しましたが、研究者の講演はすっと入
ってきます。そういった機会を増やしていただけるとありがたいです。
 
【山城】
　昨年12月22日の緊急学術シンポジウムにはチーム全員で参加させてもらいました。ち
ょうど「基本的考え方」の原案ができていた頃だったのですが、シンポの内容も参考に
させていただきました。
 

も多く出されました。
 
【屋比久】
　首里城は沖縄の歴史・文化の象徴といわれてい
ますが、その一方で宮古八重山の人たちにとって
は、過酷な税を課した支配者の象徴だったとも捉
えられます。すべてが「首里城すばらしい」とい
うことではないかもしれません。琉球王朝の評価
は別にして、王朝文化と地方文化が融合した琉球
文化は現在も伝統工芸や芸能として地域で大切に
されています。先島や他の地域の歴史も踏まえ
て、いろいろなことを正確に伝えてゆくことも
我々のミッションだと自覚しています。
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「 首 里 城 復 興 基 本 方 針 」 に 基 づ き 作 成

基本方針では、多くの項目で、「研究」、「最
新技術の活用」、「県内大学との連携」、「ICT
の活用」、「学術的に研究する拠点づくり」な
ど、学術・研究に関する記述が多くみられます
が、学術・研究・教育など高等教育機関に期待
することについて教えてください。

2 0 1 9 年 1 2 月 2 2 日  本 ネ ッ ト ワ ー ク が 開 催 し た 首 里 城 再 興 緊 急 学 術 シ ン ポ
ジ ウ ム の 様 子 （ 左 ） 、 ち ら し （ 右 ）

　行政的な視点だけでなく、歴史、文
化、技術など学術面での深堀が必要だ
とその時に実感しました。行政的な考
えでは及ばないところがあるので、考
え方の基礎となる学術面での協力をい
ただきたいと思います。
 



【知念】
　昭和59年に策定された首里杜構想を新たな構想へと発展させることに取り組んでいき
たいと思います。首里城周辺は交通渋滞、直行・直帰型観光などの課題が顕在化してい
ましたが、火災後は首里周辺を観光客が散策するようになり、識名園も含めて観光客が
分散していると聞いています。首里城周辺の活性化は那覇だけでなく離島も含め、どの
ような連携ができるか考えていく必要があると思います。
 
【山城】
　前回の復元時には、首里城復元期成会を中心に民間主導で復元に向けた要請活動など
を行っていました。今回は、学術ネットワークをはじめ、経済界や観光団体、地元の首
里でも復興に向けて自主的な形で様々な取り組みが行われていて、このような動きを全
県的に広げ定着させていくかが課題と考えています。基本方針の9に示しているように
県民全体が継続的に首里城の復興に取り組んでいく仕組みづくりが重要です。
　首里城の木材は国頭から切り出され、与那原で船から陸揚げされたと聞いており、地
域ごとに首里城との関わりがあるので、その関係をストーリーにしていくのも一つかも
しれません。新型コロナウイルス感染症の影響で、首里城への寄付も下火になっている
傾向がありますが、この感染症に負けずに復興を盛り上げていく取り組みができればと
考えています。

本年度中に首里城復興基本計画をつくることになっていますが、今後動き出す様々な取り組み
のポイントについて教えてください。
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【屋比久】
　例えば、瓦について、昔の材料や製法がどういうものだったかを学術的に明らかにし
て、それをバックボーンに現代の職人が瓦造りに取り組むことが想定されます。
　また、ICTの活用により、首里城地下の32軍壕を再現することや、平和学習として伝
えるための効果的な手法など、工学部・理学部・教育学部の先生方がタイアップしてオ
リジナルの技術を開発することも考えられます。
　幅広く考えていく必要があるので、先生方や研究者の皆様のとんがった発想が入ると
イノベーティブなものになると期待しています。
 

沖 縄 県 特 命 推 進 課 H P よ り

【屋比久】
　全県的な取り組みとして、破損瓦の活用法を公募
していますが、国有財産の処分にあたるため収益を
見込んだ提案は対象にならないという制約が大きな
ハードルになっています。
　アイディアの提案はあるのですが、実行まで含め
た提案はほとんどありません。財源も含めて考えて
いく必要があり、先生方や学生をまきこんだ提案が
あると嬉しく思います。県から補助が出せないとい
うのが大きなネックになっていますが、財源につい

https://www.pref.okinawa.lg.jp/site/chijiko/tokumei/shurijo/idea.html


【屋比久】
　基本方針では、首里城復興に向けた継続的な取り組みに向けて、幅広いネットワークを
作っていくことが重要であるとし、高等教育機関や研究機関には「智の資源」による貢献
に期待しています。
　例えば、首里城再興ネットワークのポータルサイトに掲載されている200篇近くの論文
の活用や、学術ネットワークをとうして、歴史、文化、教育、地域づくり、ICTなどの分
野で多くの先生方や学生の皆様が首里城の復興と琉球文化のルネッサンスに参画していた
だくことに期待しています。
また、シンポジウムやワークショップなどでいろいろなお話を提供していただくことも多
くの県民から期待されていると思います。
　今後、学術面でのネットワークとして、首里城再興学術ネットワークを位置付け、とも
に協力しながら首里城復興と琉球文化のルネッサンスを実現してゆきたいと思います。

（了）
 

「首里城再興学術ネットワーク」は、組織の枠を超え、研究・教育などの学術面で息長く首里
城再興に貢献していくことを目指しています。最後に、首里城再興学術ネットワークへの期待
をお願いします。
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ても良いアイディアがあると助かります。
　また、今後策定する実施計画は広範囲にわたっており、県の計画としてどこまで具体
的なプランとして落とし込んでゆけるか、各課との協力が必要なので、私たちの課の力
量も問われることになると思います。
 

沖縄県特命推進課HP
　首里城復興に県の方針や取組等が掲載されています。
 
沖縄県特命推進課 公式Twitter アカウント名：沖縄県特命推進課 または ＠okinawa_SMpref
 

【URL】https://www.pref.okinawa.lg.jp/site/chijiko/tokumei/index.html

Twitter でも情報発信！アカウント名：首里城再興学術ネットワーク または @ShuriNet_Ryukyu
【WEBサイトURL】http://www.res.lab.u-ryukyu.ac.jp/shuri_top.html

首里城再興学術ネットワークWEBサイトでは、首里城再興に関する学内外のトピック等をご
紹介しています。是非お立ち寄りください。

こ の イ ン タ ビ ュ ー 記 事 に 関 す る ご 質 問 や ご 意 見 は 、 首 里 城 再 興 学 術 ネ ッ ト ワ ー ク
（ S H U R I _ N E T @ A C S . U - R Y U K Y U . A C . J P ） へ ご 連 絡 く だ さ い 。

4月24日に公表された「首里城再建に向けた基本方針」の第一印象は、「行政文書として
は読みやすい」ということでした。そこで、担当者へのインタビューを思いつきまし
た。
　広い会議室で間隔を取りマスク着用でのインタビューでしたが、屋比久さん、山城さ
ん、知念さんの「想い」は十分に伝わってきました。
　また、首里城再興に学術がどのように貢献できるかについても、いくつかの示唆をい
ただきました。
　お忙しい中、対応いただいた特命推進課の皆様にこの場を借りてお礼申し上げます。

https://www.pref.okinawa.lg.jp/site/chijiko/tokumei/index.html
https://www.pref.okinawa.lg.jp/site/chijiko/tokumei/index.html
https://twitter.com/okinawa_SMpref
https://twitter.com/ShuriNet_Ryukyu
http://www.res.lab.u-ryukyu.ac.jp/shuri_top.html


琉 球 大 学 は 、 学 術 的 な 立 場 か ら 首 里 城 の 再 興 に 貢 献 し ま す 。

首里城再興学術ネットワーク（準備室）
琉球大学 首里城ネットワーク担当   　 shuri_net@acs.u-ryukyu.ac.jp

組織の枠を超え首里城再興に学術面から
貢献するプラットフォームを目指して

　2007（平成19）年5月22日に制定された琉球大学憲章前文は、この一文か
ら始まります。琉球大学（以下、本学とする）は、開学から前回の復元事業の本
格化に伴い現キャンパスへ移転するまでの約30年間、首里城跡地で教育研究活
動を行ってきました。
　2019年10月31日の火災による首里城の焼失は、首里を発祥の地とする本学
にとっても大変悲痛な出来事であり、国内外の多くの皆さまと悲しみや再興に向け
た熱意が綯交ぜになった「想い」を共有しました。
　火災当日、本学は学長のメッセージとして、首里城再建への協力を表明するとと
もに、学術面からの貢献を目指し、12月22日に「首里城再興緊急学術シンポジ
ウム」を開催し、首里城再興に関する学術ネットワークを構築することが提案されま
した。
　これを受け、2020年1月に「首里城再興学術ネットワーク」（仮称）の設立
に関する学長諮問に基づき、本学研究企画室に首里城再興学術ネットワーク（準
備室）を立ち上げ、ポータルサイトによる学内外の情報発信を行うとともに、3月
10日には「首里城再興学術ネットワーク構築に向けた現場視察」を行うなど、学
術ネットワーク構築に向けた取組を進めています。
　本ネットワークに関する検討状況などの詳細は、コチラをご覧ください。

"琉球大学は、１９５０年、沖縄戦により灰燼に帰した首
里城の跡地に創設された。"

首里城再興
学術ネットワークについて

← ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ
　  Twitter  →

首里時代を伝える石碑など

首里城公園にある琉球大学跡の石碑

琉大構内の首里城の碑

（碑の裏面の日本語訳文より）
沖縄戦で跡形もなく破壊された首里城
は、1166年から1879年の間、琉球国
王の居城であった。琉球王国がその黄
金時代を誇った1477年から 1526年
にかけて、壮麗な建造物が構築され
た。現在は、琉球大学の本館が、そ
の首里城正殿跡に建っている。

首里城再興緊急学術シンポジウム
（2019.12.22)

ポータルサイト開設 首里城再興学術ネットワーク構築に向
けた現場視察（2020.3.10)

首里城再興研究プロジェクト学内公募

【これまでの主な取組】

http://www.res.lab.u-ryukyu.ac.jp/shuri_top.html
https://twitter.com/ShuriNet_Ryukyu
https://www.u-ryukyu.ac.jp/aboutus/charter/
https://www.u-ryukyu.ac.jp/news/9499/
https://www.u-ryukyu.ac.jp/news/10426/
http://www.res.lab.u-ryukyu.ac.jp/shuri_top.html
https://www.u-ryukyu.ac.jp/news/11842/
http://www.res.lab.u-ryukyu.ac.jp/about_shurijo_net.html
http://www.res.lab.u-ryukyu.ac.jp/about_shurijo_net.html
http://www.res.lab.u-ryukyu.ac.jp/about_shurijo_net.html
http://www.res.lab.u-ryukyu.ac.jp/about_shurijo_net.html
http://www.res.lab.u-ryukyu.ac.jp/about_shurijo_net.html

